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日本脳炎は、人から人へ感染することなく、ブタなどの体内で増えたウイルスが蚊によって媒介され感染します。

感染すると高熱、けいれんなどの症状を示す急性脳炎になります。感染を防ぐ上で最も確実な方法は、予防接種を

受けることです。接種を希望する方は、予診票を送付しますので保険健康課までお問い合わせください。

●実施医療機関 県内委託医療機関

●接種料 無料

●対象者 積極的接種勧奨の差し控えより規定回数（４回）の接種ができていない方で、①または②に該当する方。

①平成７年４月２日から平成19年４月１日に生まれた20歳未満の方

②平成19年４月２日から平成21年10月１日に生まれた13歳未満の方

（ただし、７歳６か月から９歳未満の方は対象外）

※今年度18歳又は10歳（小学校４年生）になられる方には個人通知をしています。

●接種時に必要なもの 母子健康手帳、予診票、健康保険証等

●接種回数及び接種方法

■日本脳炎予防接種（特例措置）勧奨のお知らせ

※接種状況については、母子健康手帳で確認のうえ、接種を受けてください。

【問】保険健康課（保健事業担当）緯５２－５６１１

接 種 方 法
日本脳炎ワクチン

今後の接種回数過去に接種した回数

１回目の接種後、６日から28日あけて２回目の接種をし、そ
の後６か月（標準的にはおおむね1年）以上あけて３回目を
接種します。４回目（２期)の接種は９歳以上の方に対して、
３回目の接種後６日以上あけて接種。

４回
【１期３回、２期１回】

全く受けていない

２回目から３回目は６日以上あけて接
種。４回目（２期)の接種は、９歳以
上の方に対して、３回目の接種後６日
以上あけて接種。

Ｈ22.３.31以前に
１回目を接種し
ている場合

残り３回
【１期２回、２期１回】

１回接種
２回目から３回目は６月以上あけて接
種。４回目（２期)の接種は、９歳以
上の方に対して、３回目の接種後６日
以上あけて接種。

Ｈ22.４.１以降に
１回目を接種し
ている場合

３回目から４回目（２期)は６日以上あけて接種。４回目（２
期）の接種は９歳以上が対象。

残り２回
【１期１回、２期１回】

２回接種

４回目（２期）は９歳以上の方に対して１回接種。
残り１回
【２期１回】

３回接種
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Ӓ問
保
険
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課
（
保
険
年
金
担
当
）

緯
５
２

－

５
６
０
１

７月末までに保険健康課から、有効期限 平成３１年７月３１日と記載された新しい被保険者証[黄色］を郵

送します。

平成30年８月１日から平成31年７月31日までの一部負担金の割合（１割または３割）は、平成29年中の所得

に基づき、改めて判定します。

８月１日以降は、古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、お間違えのないようご注意

ください。

■８月は後期高齢者医療被保険者証の定期更新月です

後期高齢者医療被保険者証

有効期限 平成31年７月31日

※ご確認ください！

被 保 険 者 番 号

住 所被
保
険
者

氏 名

生 年 月 日

資格取得年月日

発 効 期 日

交 付 年 月 日

一部負担金の割合

保険者番号並び

に保険者の名称

及び印
印

後期高齢者医療被保険者証

有効期限 平成 年 月 日

新しい被保険者証の有効期限は

平成31年７月31日
になっています。

【問】保険健康課（保険年金担当）緯５２－５６０１

※後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの方へ

現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成

30年７月31日」となっています。

平成29年度の認定証をお持ちの方で平成30年度住民税非課税世帯の方には、７月末までに保

険健康課から「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」を郵送します。更新申請

書の提出は必要ありません。

認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で「過去12か月で90日を超える入院」

をされた方は、保険健康課に申請していただくことで、入院時の食事代がさらに減額されます。

（新）（古）
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■後期高齢者医療保険被保険者・70歳以上の国民健康保険被保険者の方へ
８月から自己負担限度額が変わります

平成30年８月から、後期高齢者医療保険被保険者および70歳以上の国民健康保険被保険者の方の自己

負担限度額が変わります。

８月から自己負担限度額が変わるのは、現役並み所得者および一般の方になります。現役並み所得者

は所得に応じて区分が細分化され、外来（個人ごと）の限度額区分は廃止されます。

※１ 世帯内被保険者の収入の合計額が520万円未満(被保険者が１人の場合は383万円未満)で申請した方

も含みます。

※２ 過去12カ月以内に３回以上、自己負担限度額に達した場合は、４回目から多数回該当となります。

※３ 同一世帯内の世帯員全員が住民税非課税である被保険者が対象となります。

※４ 同一世帯内の世帯員全員が住民税非課税であり、世帯員全員の所得が一定基準以下の被保険者が対象と

なります。

※５ ８月から翌年７月までの個人の外来の自己負担額（世帯合算による高額療養費支給後の額）を合算して

144,000円を超える分をお支払いします。ただし、超える部分についてのお支払いについては申請が必

要です。

住民税非課税世帯の方は、申請をすれば「限度額適用・標準負担額減額認定証」が交付されます。また、新

たに平成30年８月より現役並み所得の方は申請することで「限度額適用認定証」が交付されます。該当する

かについては窓口にてお問い合わせください。

【問】 保険健康課（保険年金担当）緯５２－５６０１

平成30年７月まで 平成30年８月から

自己負担限度額

適用区分
外来＋入院（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

80,100円＋（医療費－
267,000円）×１％
〈多数回44,400円※2〉

57,600円
課税所得
145万円以上の
方

現
役
並
み

57,600円
〈多数回44,400円※2〉

14,000円
年間上限※5
144,000円

課税所得
145万円未満の
方※1

一
般

24,600円

8,000円

Ⅱ 住民税非課
税世帯 ※3

住
民
税
非
課
税 15,000円
Ⅰ 住民税非課
税世帯 ※4

自己負担限度額

適用区分
外来＋入院（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

252,600円＋（医療費－842,000円）
×１％
〈多数回140,100円※2〉

690万以上

課
税
所
得

167,400円＋（医療費－558,000円）
×１％
〈多数回93,000円※2〉

380万以上

80,100円＋（医療費－267,000円）
×１％
〈多数回44,400円※2〉

145万以上

57,600円
〈多数回44,400円※2〉

18,000円
年間上限※5
144,000円

課税所得
145万円未満の
方※1

一
般

24,600円

8,000円

Ⅱ 住民税非課
税世帯 ※3

住
民
税
非
課
税 15,000円
Ⅰ 住民税非課
税世帯 ※4
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■美馬市職員採用試験を実施します！

今年度から、すべての試験区分で公務員試験対策を必要としない、民間企業の採用でも使われる「考える力」を
重視する試験に変更しました。民間企業の就職しか考えていなかった方も、「公」の仕事への思いがあればチャレン
ジしやすくなりました。

●試験区分、採用予定人員および受験資格

受 験 資 格採用予定人員試験区分

昭和58年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた方若干名行政事務Ⅰ

（身体障がい者として受験される場合）
昭和58年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた方で、次の要件のすべて
に該当する方
１ 身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付を受け、その障がい
の程度が１級から６級までの方（平成30年９月16日までに交付される見込みの
方を含む。）
２ 自力による通勤が可能で、かつ、介護者なしに原則１日７時間45分、週５日間、
計38時間45分の職務の遂行が可能な方
３ 活字印刷による出題および口頭による試験（面接）に対応できる方

若干名行政事務Ⅱ

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、試験区分に関連ある科目（土木科系）を
履修（※）した方、または平成31年３月31日までに履修（※）する見込みの方

若干名土 木

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、１級または２級建築士の資格を有する方若干名建 築

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、保育士資格および幼稚園教諭免許の両方
を有する方、または平成31年３月31日までに保育士資格および幼稚園教諭免許の
両方を取得する見込みの方

若干名
保 育 士
幼稚園教諭

※ 学校教育法に基づく４年制大学、短期大学、高等専門学校、専修学校で土木科系の課程を履修済みまたは履修
する見込みであること。

●試験概要

＊ その他詳細については、試験案内および美馬市ホームページで確認してください。

【問】秘書課緯５２－８００６

「美馬市職員採用試験案内」および「受験申込書」を次の場所またはいずれかの方法で請求し、
内容を確認の上、手続きを行ってください。
●直接請求
秘書課または各庁舎・サービスセンター窓口

●郵便での請求
封筒の表に「採用試験受験申込書請求」と朱書きし、自己のあて先を明記した返信用封筒

（角形－２号、120円分の切手を貼ったもの）を必ず同封し、秘書課へ請求してください。
●美馬市ホームページからダウンロード

試 験 案 内
受験申込書
配布場所等

平成３０年７月１７日（火）から８月３日（金）まで
[インターネットでの受付期間：７月１７日（火）から７月３１日（火）まで]

申 込
受 付 期 間

９月１６日（日） 午前９時３０分～
穴吹農村環境改善センター（市役所東隣）及び市役所会議室等
●基礎能力検査、事務能力検査、適正検査
（保育士・幼稚園教諭は事務能力検査を除きます。）

第１次試験

●第１次試験 10月中旬 ●第２次試験 11月中旬
●第３次試験 12月中旬
（※合格者の発表の時期は、予定であり、変更する場合もあります。）

合 格 者 の
発 表



広報みま2018（平成30）年7月号 6

で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
の
支
援
と
し
て

『
配
食
サ
ー
ビ
ス
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
よ
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
（
お
弁
当
）
を
自
宅
に
配
達
す

る
と
と
も
に
安
否
と
健
康
確
認
を
行
う
も

の
で
す
。

●
対
象
者

次
の
①
②
の
両
方
に
該
当
す

る
方

①
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
世
帯

②
栄
養
改
善
が
必
要
な
方
、
食
事
を
調
理

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
ま
た
は
見
守
り

等
の
支
援
が
必
要
な
方

※
①
②
に
該
当
し
て
も
、
近
隣
の
親
族
等

の
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
該

当
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
利
用
方
法

①
介
護
認
定
で
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
に

認
定
さ
れ
て
い
る
人
→
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談

②
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
→
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

①
②
と
も
に
地
域
支
援
事
業
利
用
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
利
用
申
請
書
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
利
用
料

１
食
４
０
０
円

●
配
達
日
時

月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後
３

時
～
５
時
頃

※
必
ず
本
人
に
食
事
を
手
渡
し
て
、
安
否

と
健
康
確
認
を
し
ま
す
。

Ӓ問
長
寿
・
障
が
い
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
）

緯
５
２

－

５
６
１
３

に
し
阿
波
の

急
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
と
は
？

美
馬
市
・
三
好
市
・
つ
る
ぎ
町
・
東
み
よ

し
町
か
ら
な
る
『
に
し
阿
波
』
地
域
で
は
、

傾
斜
地
の
ま
ま
農
耕
し
、
カ
ヤ
な
ど
の
敷

き
草
を
畑
に
す
き
込
む
こ
と
で
、
風
雨
な

ど
に
よ
る
土
壌
流
出
を
最
小
限
に
抑
え
、

雑
穀
や
野
菜
に
山
菜
、
果
樹
な
ど
を
栽
培

し
、
山
間
地
の
環
境
に
適
応
し
た
持
続
的

な
農
耕
シ
ス
テ
ム
が
、
長
年
に
わ
た
り
続

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
傾
斜
地
農
耕
が
世
界
的
に
重
要
な

農
業
シ
ス
テ
ム
と
認
め
ら
れ
、
国
連
食
糧

農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
か
ら
世
界
農
業
遺
産

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
急
傾
斜
地
農
耕

シ
ス
テ
ム
内
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
を
今
後
、

広
報
み
ま
で
特
集
し
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

認
定
を
受
け
た
後
の
市
の
動
き

こ
の
世
界
農
業
遺
産
急
傾
斜
地
農
法
シ

ス
テ
ム
は
、
市
内
全
域
の
15
度
以
上
の
農

地
を
対
象
に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
市
は
、

こ
の
認
定
を
受
け
、
世
界
農
業
遺
産
の
勉

強
会
の
開
催
や
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
向

け
た
記
録
映
像
撮
影
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
協
力
を
く
だ
さ
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

■
世
界
農
業
遺
産

に
し
阿
波
の
急
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム

に
し
阿
波
の
急
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
が
日
本
で
11
地
域
目
、

中
四
国
で
初
め
て
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

重度医療受給者証の有効期限は７月３１日までとなっております。更新申請の受付を下記日程で行い
ますので、重度医療を受給している方は申請に必要なものを持参し、指定の日に申請をしてください。該
当される方には日時・場所を指定した通知を７月上旬に送付します。
＜指定日＞

■重度心身障がい者医療費助成受給者証等更新申請のお知らせ

※8月3日までの指定以外の日に各窓口で手続きされる場合は、事前に長寿・障がい福祉課まで連絡をお願
いします。（連絡がない場合、手続きができないこともあります。）
●必要なもの
煙療育手帳Ａ判定の方→旧の受給者証、印鑑、保険証、療育手帳
煙身体障害者手帳１級・２級所持の方→旧の受給者証、印鑑、保険証、身体障害者手帳
※その他、案内通知に別途記載のあるもの
●特記事項
未申告の方は税務課で、早急に申告を済ませてください。

【問】長寿・障がい福祉課緯５２－５６１４

時間場 所日 付地 区

午前９時～
午後４時

木屋平総合支所 総務福祉課7月17日（火）木屋平地区
地域交流センターミライズ内「考えるハコ」7月18日（水）～7月20日（金）脇町地区
美馬町市民サービスセンター 102会議室7月23日（月）・ 7月24日（火）美馬地区
美馬市役所 103会議室7月25日（水）・ 7月26日（木）穴吹地区

＜指定日以外＞

8月6日（月）以降8月3日（金）まで地 区

長寿・障がい福祉課

木屋平総合支所 総務福祉課木屋平地区
脇町市民サービスセンター脇町地区
美馬町市民サービスセンター美馬地区
長寿・障がい福祉課穴吹地区
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▼受付期限 7月２０日（金）まで（土日祝を除く）

▼受付時間 午前８時３０分～午後５時

▼受付場所 建設課、木屋平総合支所 経済建設課

▼必要書類 ①市営住宅入居申込書
②平成30年度（平成29年中）の所得課税証明書（未成年を除く申込者世帯全員分）
③完納証明書（申込者世帯のうち課税対象者全員分）
④婚約証明書（婚約中の方に限ります）
※①と申込案内は、建設課または各庁舎・サービスセンター窓口に備え付けています。

●随時募集について
市営住宅については、一部の団地に限り、「随時募集住宅」として受付期間を限定しないで申し込みを

受け付けます。(土日祝日は除く）
ただし、申込資格、申込方法は従来どおりとし、選考方法については先着順とします。また、空室の
状況によっては、入居申し込みができない場合もございますのでご了承ください。

【問】建設課（住宅管理担当） 緯５２－５６１２
木屋平総合支所経済建設課緯６８－２１１３

※風呂無し表示については、浴槽・ボイラーが自己負担となります。

※風呂無し表示については、浴槽・ボイラーが自己負担となります。

●定期募集
煙公営住宅（優先・一般公募住宅）

トイレ駐車場風呂間取り階数所 在 地団地名
水洗有有３ＤＫ２階穴吹町三島字舞中島1936番地２大 原 第 １ 団 地
水洗有有３ＤＫ２階穴吹町三島字舞中島1936番地２大 原 第 １ 団 地
水洗有無３ＤＫ４階穴吹町三島字舞中島670番地１中島団地（第３棟）
水洗有無３ＤＫ２階穴吹町三島字舞中島673番地２中島団地（第５棟）
水洗有有３ＤＫ１階美馬町字ナロヲ30番地ナ ロ ヲ 第 １ 団 地
水洗有有３ＤＫ２階美馬町字ナロヲ30番地ナ ロ ヲ 第 １ 団 地
水洗有有３ＤＫ１階美馬町字ナロヲ30番地ナ ロ ヲ 第 ２ 団 地
水洗有無３ＤＫ２階脇町大字北庄444番地１北庄団地（第１棟）
水洗有無３ＤＫ３階脇町大字北庄444番地１北庄団地（第１棟）
水洗有無３ＤＫ２階脇町大字北庄444番地１北庄団地（第３棟）

煙特公賃団地

トイレ駐車場風呂間取り階数所 在 地団地名
水洗有有３ＤＫ１階木屋平字小日浦54番地１三 ツ 木 団 地
水洗有有３ＤＫ１階木屋平字川井187番地２川 井 銀 杏 団 地

煙定住促進団地

トイレ駐車場風呂間取り階数所 在 地団地名
水洗有有３ＤＫ１階木屋平字弓道308番地弓 道 団 地

■平成30年度第２回 市営住宅入居申込みのお知らせ

●随時募集 いずれの住宅も先着順に申し込みを受け付け、決定次第、募集を終了します。

トイレ駐車場風呂間取り階数所 在 地団地名
水洗有有３ＤＫ２階脇町字拝原40番地４拝北団地（第６棟）
水洗有無３ＤＫ１階脇町字別所3512番地１別 所 団 地

●優遇措置
①～④に該当する方については、第２希望まで
申し込み可。
①20歳未満の子を扶養している配偶者のない方
②60歳以上の方
③18歳未満の子を3人以上扶養している方
④障害者である方（条件あり）

●申込資格
①市内に住所または勤務場所がある方
②同居する親族がいる方
③世帯収入が法令で定められた基準内である方
④市税を滞納していない方
⑤申込者及び同居する親族が暴力団員でない方
⑥保証人が２名いる方
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県
西
部
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
西
部
健

康
防
災
公
園
内
に
「
徳
島
県
立
西
部
防
災
館

（
本
館
）」
が
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

災
害

時
の
活
動
拠
点
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

災
害
対
策
活
動
室
、
備
蓄
倉
庫
、
通
信
設
備

や
自
家
発
電
設
備
等
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
災
害
時
」
だ
け
で
な
く
、「
平
時
」
に

も
「
防
災
」
と
「
健
康
増
進
」
に
活
用
で
き

る
施
設
で
す
。

普
段
か
ら
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
（
見
学

だ
け
で
も
大
歓
迎
！
）
利
用
料
金
等
、
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
災
害
時

県
西
部
圏
域
で
の
災
害
発
生

時
に
は
「
広
域
応
援
部
隊
の
活
動
拠
点
」、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
時
に
は
「
後

方
支
援
拠
点
」
と
な
り
ま
す
。

●
平
時

「
防
災
」
や
「
健
康
増
進
」
に
関

す
る
研
修
・
講
習
会
、
調
理
実
習
等
に
住

民
の
み
な
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

■
別
館
（
整
備
中
・
平
成
30
年
内
に
完
成
予

定
）

●
災
害
時

災
害
時
に
全
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
「
支
援
物
資
・
配
送
の
拠
点
」
と

な
り
ま
す
。

●
平
時

運
動
施
設
と
し
て
、
フ
ッ
ト
サ

ル
や
テ
ニ
ス
等
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

▼
開
館
時
間

本
館

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
休
館
日

煙
月
曜
日

（
た
だ
し
、
祝
日
・
振
替
休

日
の
場
合
は
開
館
し
、
そ
の
日
に
最

も
近
い
平
日
を
休
館
日
と
す
る
）

煙
毎
月
第
１
火
曜
日
（
祝
日
・
振
替
休
日

に
当
た
る
場
合
を
除
く
）

煙
年
末
年
始
（
12
月
12

28
日
～
１
月
４
日
）

Ӓ問
徳
島
県
立
西
部
防
災
館

緯
５
５

－

２
４
２
５

■
「
徳
島
県
立
西
部
防
災
館
」
オ
ー
プ
ン
！

美
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し

い
方
（
依
頼
会
員
）
と
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
く
れ
る
方
（
提
供
会
員
）
に
よ
る
相
互

援
助
を
行
う
会
員
組
織
で
す
。

現
在
、
提
供
会
員
お
よ
び
子
育
て
中
だ

が
、
空
い
た
時
間
は
子
育
て
を
応
援
し
た

い
方
（
両
方
会
員
）
を
大
募
集
中
！

市
内
で
活
躍
中
の
提
供
会
員
も
い
る
の

で
、
こ
の
機
会
に
私
た
ち
と
一
緒
に
子
育

て
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
？

●
主
な
活
動
内
容

煙
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
所
）、
学
校
、
塾

等
へ
の
送
り
迎
え

煙
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
所
）
の
降
園
後
・

学
校
の
放
課
後
の
預
か
り

煙
買
い
物
等
外
出
の
際
の
預
か
り

●
活
動
の
報
酬

平
日

午
前
７
時
～
午
後
９
時
ま
で

…
１
時
間
あ
た
り
７
０
０
円

上
記
以
外
の
時
間

…
１
時
間
あ
た
り
８
０
０
円

Ӓ問
美
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

緯
５
３

－

１
１
０
８

鳴
門
教
育
大
学
や
徳
島
文
理
大
学
短
期

大
学
部
、
四
国
大
学
で
講
師
を
さ
れ
、
保
育

歴
36
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
「
小
林
友
子
」
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

子
育
て
に
関
し
て
気
に
な
る
こ
と
や

ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
な
ど
何
で
も
気
軽
に

お
話
し
で
き
ま
す
♪

子
育
て
の
悩
み
は
も
ち
ろ
ん
、
お
子
さ

ん
の
お
も
し
ろ
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
ど
ん

な
お
話
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
子
育
て
中
、

孫
育
て
中
の
方
、
ど
な
た
で
も
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
ご
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

８
月
１
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

30

30
分

●
場
所

美
馬
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

み
ら
い
（
美
馬
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２

階
）

●
講
師

小
林

友
子

先
生

※
な
お
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
ら

い
」
に
お
い
て
、
こ
の
日
時
に
限
り
小
学

生
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
の
入
室

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ӓ問
美
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

緯
５
３

－

１
１
０
８

●
美
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

■
子
育
て
応
援
団
（
提
供
会
員
・
両
方
会
員
）
大
募
集
!!!

■
子
育
て
相
談
室

開
催
！
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●
日
時

平
成
31
年
１
月
２
日
（
水
）

午
後
１
時
～
（
受
付
）

●
場
所

美
馬
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ミ
ラ
イ
ズ

市
民
ホ
ー
ル

●
対
象
者

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

10

11
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、

①
美
馬
市
内
中
学
校
卒
業
者

②
美
馬
市
内
在
住
（
平
成
30
年
30

10
月
１
日
時

点
）
の
い
ず
れ
か
の
新
成
人

※
成
人
式
該
当
者
に
は
、
案
内
通
知
を
10

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

Ӓ問
地
域
学
習
推
進
課

緯
５
２

－

８
０
１
１

新
成
人
の
意
見
を
活
か
し
、
当
日
の
式

典
を
運
営
し
て
い
た
だ
く
企
画
運
営
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ま
で
成
人
式
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
多
く
の
方
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

平
成
30
年
度
美
馬
市
成
人
式
の
対
象
者

で
企
画
・
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

●
応
募
人
数

若
干
名

●
応
募
方
法

応
募
用
紙
を
郵
送
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
各
庁
舎
窓
口
に
備
え
付

け
る
ほ
か
、
美
馬
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
締
切

８
月
１
日
（
水
）
必
着

●
会
議

１
回
目
の
企
画
運
営
委
員
会
を

８
月
中
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ӓ申
Ӓ問
地
域
学
習
推
進
課

緯
５
２

－

８
０
１
１

思
５
３

－

８
８
９
０

死c
h
i
i
k
i
g
a
k
u
＠
m
i
m
a
.
i
-
t
o
k
u
s
h
i
m
a
.

jp

■
平
成
30
年
度
美
馬
市
成
人
式

開
催

■
平
成
30
年
度
美
馬
市
成
人
式
企
画
運
営
委
員

募
集

●開催日 ８月11日（土） ※雨天順延 ８月19日（日）

（阿波おどり・花火大会・ビアガーデン）

▼花火大会 （時間）午後８時～午後９時

（場所）吉野川河川敷（脇町稲田橋周辺）

▼うだつのまちの （時間）午後５時～午後８時

阿波おどり大会 （場所）地域交流センターミライズ西広場

▼ビアガーデン （時間）午後５時～午後９時

～inミライズ～ （場所）地域交流センターミライズ屋上

（定員）200名

（料金）2,000円～（フリーチケット付き）

（事前受付）７月17日～

本年の花火大会は、大幅に打ち上げ数を増やし、約1,600発の色とりどりの花火を打ち上げ、美馬市の夏

の夜空を彩ります。

また、花火の打ち上げ前には、徳島の夏の風物詩である阿波おどり大会も開催されます。今年は地元連

をはじめ、徳島市から有名連も参加し、演舞場所もミライズ西広場にて各連の踊りが披露されます。

ミライズ屋上では、ビアガーデンが行なわれます。事前に有料のチケット購入（当日現金入場も可）が必

要となります。新設されたミライズ屋上から花火を見てみませんか？

皆さまお誘い合わせの上、ぜひお越しください。

【問】美馬市夏期行事実行委員会（美馬市商工会）緯５３－７３９３

■うだつのまちの阿波おどり・花火大会
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５/２４ 四国経済産業局施策
功労者感謝状 授与

美馬市では、ＲＥＳＡＳ（リーサス：地域経済分析シス

テム）が供用開始された平成２７年度から、総合戦略策定

への活用だけでなく、中・高生向けのセミナー・ワーク

ショップや、フォーラムの開催など、ＲＥＳＡＳの普及・

活用に積極的に取り組んできました。

このたび、その功績が認められ、長濱四国経済産業局長

から藤田市長に感謝状が授与されました。

５/３ 第35回県下選抜
少年柔道大会

第35回県下選抜少年柔道大会が行われました。
【大会結果】
団体戦３位 美馬市少年柔道教室
先鋒秋山 麗來 次鋒小笠 詩月 中堅秋山 来雅
副将保川 璃音 大将小笠 伊吹
個人戦
１年生準優勝 井口 蓮 ３年生第３位 秋山 良雅
４年生第３位 保川 琉青 ６年生第３位 小笠 伊吹
６年生準優勝 保川 璃音

６/１ 美馬市戦没者追悼式

美馬市戦没者追悼式がうだつアリーナで行われ、遺族や
関係者ら約400名が参列しました。
黙祷に続いて、藤田市長が「あの悲しみの歴史を二度と
繰り返さない、との決意を新たにし、恒久平和実現に向け、
命の尊さ、平和の大切さをしっかりと継承していくことが
私たちに課せられた責務である」と式辞。続いて、県知事
代理のほか、来賓の方々が追悼の言葉を述べた後、参加者
全員が戦没者（2041柱）の御霊に献花し、ご冥福をお祈り
しました。

美馬市地域交流センター ミライズの指定管理者であ

る、穴吹エンタープライズでは、「エコ通勤」の推進に向

けた取組に対する意識が評価され、国土交通省などで構成

される「公共交通利用推進等マネジメント協議会」より、

「エコ通勤優良事業所」として徳島県で初めて認証を取得

しました。長期的な環境活動として、主体的に取り組んで

まいります。

５/３１ エコ通勤優良事業所認証
を取得しました
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地域おこし協力隊レポート

大理のペー族住宅について

皆さん、こんにちは。今回は私の出身地である大理ペー族自治州のペー族住宅について、
簡単にご紹介します。
大理ペー族自治州は、雲南省の中西部に位置し、主にペー族という少数民族が住んでい
ます。大理自治州は面積が29,459挨、人口が約361万人（2017年現在）、平均標高が2,090
ｍ、平均気温が15.4℃で住みやすいところです。
大理のペー族の住宅には主に２つの独特な建築様式があります。「三坊一照壁」と「四
合五天井」という建築様式です。
●「三坊一照壁」について（サン ファン イ ジャオ ビ sānfǎngyīzhàobì）
「三坊一照壁」は、1つの高い壁（照壁）と部屋が互いに向かい合うように配置された２
階建ての住宅です。照壁とは、主屋の真向かいに設けられた目隠し用の高い塀のことで、
その塀には、「福」や「紫気東来（zǐqìdōnglái 高貴な気が東より来たる)」など、縁
起の良い言葉が書かれています。照壁の真向かいは主屋で、家族の年長者が住んでいます。
●「四合五天井」について（シ フォ ウ ティエ ジン Sìhéwǔtiānjǐng）
「四合五天井」は４つの二階建ての部屋どうしが互いに向かい合い、中央を庭にして「#」の形になるように建て
られた住宅です。地形や財力によって部屋数には違いがあります。

このように、ペー族の伝統的な住宅は主に「三坊一照壁」や「四合五天井」という様式で造られています。
皆さん、是非大理州へお越しください。

国際交流員レポート

こ
ん
に
ち
は
。

美
馬
町
の
三
頭
山
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
倉
科

智
子
で
す
。

私
が
こ
ち
ら
に
移
住
し

て
き
た
の
は
２
０
１
５
年
の
夏
、
早
い
も

の
で
も
う
す
ぐ
３
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
期
限
は
３

年
間
な
の
で
私
の
任
期
も
６
月
末
で
終
了
、

こ
の
ペ
ー
ジ
に
文
章
を
載
せ
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
も
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

私
は
元
々
、
神
奈
川
県
横
浜
市
で
生
ま

れ
育
ち
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
実
家
を

出
て
か
ら
も
や
は
り
同
じ
県
内
で
暮
ら
し

て
い
た
の
で
、
３
年
前
に
美
馬
市
に
移
住

し
て
き
た
時
は
何
も
か
も
が
今
ま
で
と

違
っ
て
い
て
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
車
で
の
移
動
が

当
た
り
前
な
こ
と
や
、
立
派
で
独
特
な
瓦

屋
根
の
家
が
た
く
さ
ん
建
ち
並
ん
で
い
る

こ
と
。
見
る
も
の
全
て
に
驚
き
感
動
し
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
こ
ち
ら
に
来
た
き
っ
か
け
は
、
元
を
た

ど
れ
ば
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
あ
の
時
に
感
じ
た

の
は
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
実
は
そ
う
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
。
電
気
や
水
、
自
分
が

食
べ
る
も
の
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
よ
う

に
な
り
、
い
つ
か
自
分
で
食
べ
る
も
の
を

少
し
で
も
自
分
で
作
っ
て
み
た
い
と
い
う

こ
と
と
、
も
っ
と
自
然
の
中
で
暮
ら
し
て

み
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
徳
島
県
の
山
間
部

で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
き
、
迷
い
な
く
応
募
し
現

在
に
至
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
３
年
の
中
で
、
美
馬
市
内
で
様
々

な
関
わ
り
方
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ

ま
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
や
は
り
活
動
地
域
で
も
あ
る
三
頭

地
域
の
方
々
に
は
本
当
に
い
つ
も
力
に

な
っ
て
く
だ
さ
り
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
今
は
、
こ
ち
ら
に
来
る
数
年

前
か
ら
ず
っ
と
思
い
描
い
て
い
た
ア
ー
ス

シ
ッ
プ

と
い
う
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
家
を

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
美
馬
市
の
三
頭
地

域
内
に
建
設
し
運
営
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
秋
に
建
設
し
、

来
年
の
春
ま
で
に
は
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で

す
。
そ
れ
と
は
別
の
動
き
と
し
て
、
地
域

内
の
暮
ら
し
や
様
々
な
行
事
を
体
験
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
す
る
た
め
に
、
地
域

の
方
々
数
名
と
一
般
社
団
法
人
サ
ン
ト
サ

ン
ト
と
い
う
会
社
を
立
ち
上
げ
現
在
そ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ
ー
プ
ン
の
た
め
の
準

備
も
進
め
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
任
期
終
了
後
も
美
馬
市
内

に
住
み
続
け
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
方
と
関
わ
り
な
が
ら
こ

の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
み

な
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

地域おこし協力隊員 倉科 智子

張
チョウ

曙薇さん
ショビ
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自
分
で
作
っ
た
も
の
を
、
自
分
で
値
を

付
け
、
自
分
で
売
る
。
産
直
な
ら
で
は
の

醍
醐
味
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
ん

な
方
式
を
長
年
、
維
持
し
続
け
て
き
た
の

が
、
大
谷
直
売
所
運
営
協
議
会
の
み
な
さ

ん
。
平
成
４
年
、
農
業
の
先
行
き
を
案
じ
、

地
元
の
推
進
員
や
老
人
会
の
人
た
ち
が
話

し
合
い
「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
作
物
を
、
直

接
お
客
さ
ま
に
売
っ
て
み
て
は
ど
う
か
」

と
い
う
結
論
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
拠
点
と
し
て
で
き
あ
が
っ
た

の
が
、
大
滝
山
に
通
ず
る
大
規
模
農
道
沿

い
の
『
大
谷
直
売
市
場
』。
合
併
前
の
脇
町

管
内
で
は
、
最
初
に
で
き
た
施
設
と
あ
っ

て
、
当
初
か
ら
た
く
さ
ん
の
来
店
客
で
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

協
議
会
の
立
ち
上
げ
は
平
成
10
年
。
会

長
の
池
本
茂
続
さ
ん
（
80
歳
）
ら
が
中
心

と
な
っ
て
発
足
。
２
年
後
、「
そ
ば
」
や
「
う

ど
ん
」「
す
し
」
な
ど
を
販
売
す
る
た
め
の

加
工
所
を
直
売
市
場
横
に
併
設
、
以
来
、

毎
週
日
曜
日
ご
と
に
お
客
さ
ま
に
手
作
り

で
お
も
て
な
し
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言

い
ま
す
。

「
初
め
は
誰
も
が
手
探
り
の
状
態
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
で
も
お
客
さ
ん
と
の
会

話
を
重
ね
る
ご
と
に
、
何
を
ど
の
よ
う
に

し
て
作
り
そ
し
て
勧
め
て
い
け
ば
い
い
か
、

み
ん
な
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ん
で

す
。
楽
し
く
な
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。」
と

池
本
会
長
は
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
会

員
の
一
人
、
祖
父
江
尚
子
さ
ん
は
「
な
ん
と

い
っ
て
も
直
売
所
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
人

と
出
会
え
た
の
が
い
い
で
す
ね
。」
と
言
葉

を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、
こ
う
し
た
活
動
の
積
み

重
ね
が
あ
っ
て
か
、
11
月
の
偐
ふ
れ
あ
い
祭

り
做
の
盛
況
は
も
と
よ
り
、
い
ま
や
偐
大

谷
の
そ
ば
・
う
ど
ん
做
は
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
引
っ
張
り
だ
こ
。

た
だ
、
こ
こ
で
も
高
齢
化
の
波
は
押
し

寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。
農
業
の
担
い
手
不

足
と
い
う
現
実
で
す
。「
そ
れ
だ
け
に
、
今

こ
そ
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
、偐
直
売
の
楽

し
さ
做
を
、
次
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。」
と
同
会
長
は
思

い
も
新
た
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

“直売”は楽しい。
“直売市場”を拠点にお客さまとの出会い

がひろがっています。

集落支援員 山本 芳明 坂東 美智子

近
畿
美
馬
市

ふ
る
さ
と
会
コ
ー
ナ
ー

６
月
８
日
、
大
阪
府
大
阪
市
で
平
成
30

年
度
第
１
回
近
畿
美
馬
市
ふ
る
さ
と
会
役

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
、

ふ
る
さ
と
会
役
員
、
市
関
係
者
ら
16
名
が

出
席
、
平
成
29
年
度
の
事
業
実
績
や
平
成

30
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

会
員
ら
が
毎
年
美
馬
市
を
訪
れ
る
「
ふ

る
さ
と
交
流
体
験
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
今

年
９
月
末
頃
を
目
途
に
実
施
す
る
こ
と
な

ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

大谷直売所運営協議会
代表・池本茂続（会員数・55名）
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藤
島

玲
嗣
く
ん

脇
町

ふ
じ
し
ま

れ
い
じ

「
1
歳
お
め
で
と
っ
刺

I
使
R
E
I
J

I
」

河
野

旺
介
く
ん

美
馬
町

こ
う
の

お
う
す
け

「
い
つ
も
パ
ワ
フ
ル
な
旺
介
。
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ね
」

竹
西

凌
真
く
ん

脇
町

た
け
に
し

り
ょ
う
ま

「
1
歳
お
め
で
と
う
！
元
気
に
の
び
の
び

育
っ
て
ね
嗣
」

西
岡

季
咲
ち
ゃ
ん

美
馬
町

に
し
お
か

き
さ
き

「
1
歳
お
め
で
と
う
四
元
気
で
大
き
く
な
っ

て
ね
♪
」

柳
澤

直
輝
く
ん

脇
町

や
な
ざ
わ

な
お
き

「
誕
生
日
お
め
で
と
う
♪
す
く
す
く
大
き
く

な
あ
れ
使
」

為
行

海
人
く
ん

穴
吹
町

た
め
ゆ
き

み
な
と

「
誕
生
日
お
め
で
と
う
嗣
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
嗣
」

岡

柚
希
く
ん

美
馬
町

お
か

ゆ
ず
き

「
い
つ
も
可
愛
い
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
嗣
」

尾上翔陽くん 脇町

おのうえ しょうよう

「1才のお誕生日おめでとう！大き
くなぁれ使」

佐
伯

歩
夢
く
ん

脇
町

さ
え
き

あ
ゆ
む

「
四
祝
1
歳
四
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
に
育
っ

て
ね
嗣
」

内
田

圭
祐
く
ん

脇
町

う
ち
だ

け
い
す
け

「
涼
太
に
ぃ
に
が
大
好
き
！
元
気
に
大
き
く

な
ぁ
れ
！
」

森
浦

花
ち
ゃ
ん

美
馬

も
り
う
ら

は
な

「
１
歳
お
め
で
と
う
！
元
気
に
大
き
く
な
あ

れ
嗣
」
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☆イベント「バルーンアートで遊んじゃおう!!」
日時 ７月21日（土） 午後２時～４時
講師 佐藤ゆり子さん・前坂絹江さん
対象 幼児・小学生（幼児は保護者同伴）
参加費 無料
※風船が無くなり次第終了いたします。
※申し込み不要です。

☆自由研究応援イベント「夏休み美馬市立図書館くるくる
探検隊」
図書館周辺とうだつの町並みをくるくる巡りながら、ガ
イドさんから色々な話を聞いて、歴史博士になろう!!親子
での参加もＯＫです!!
日時 ７月28日（土） 午前9時50分～11時
対象 小学生・中学生
定員 20名（要申込・先着順）
参加費 無料

☆絵本であそぼ！０・１・２ 赤ちゃんのためのおはなし会
日時 ８月22日（水） 午前10時30分～11時
対象 乳幼児とその保護者
※申し込み不要です。直接会場までお越しください。

☆とくしま藍の日２DAYSイベントin美馬市立図書館
７月24日は、「とくしま藍の日」!!みんなで徳島中をブ

ルーに染めよう!!
７月30日（月）までは藍染め作品や藍・藍染め関連図書
等の展示も行います。
煙７月22日（日）「藍染め缶バッチ＆しおり作り」

講師 美馬市地域おこし協力隊 根本ちとせさん
時間 午後１時～３時（※材料が無くなり次第終了）
参加費 無料

煙７月23日（月）「青とともに図書館へ♪」
７月23日に青い服や小物を身に着けて、本を借りていた
だいた方に素敵なプレゼントを差し上げます！！（※無く
なり次第終了）合言葉は「とくしまブルー」です。

☆図書館ガチャ本
ぽん

期間 ７月21日（土）～８月31日（金）まで
夏休み期間中、図書館での貸出１回につきス
タンプを１つ押していきます。３つたまるとガ
チャガチャができるよ♪本をいっぱい読んで、
プレゼントをもらおう!!

☆市民ギャラリー展「Bricolage（ブリコラージュ）
～みんなの“てしごと”ギャラリー」出展者募集！
手作りクラフトや絵画、写真などの作品を展示してみま
せんか？プロの方、趣味の方を問わず、個人・団体どなた
でも出展いただけます。
<募集について>

募集期間 ７月29日（日）まで
定 員 先着５組（美馬市内に在住・在勤・在学されている方）
出展料 無料
※展示スペースは、パネル１～２枚、展示ケース１台。

申込方法 申し込みが必要です。詳しくは図書館まで。

☆出張図書館（広域サービス）開始のお知らせ
美馬市立図書館では、木屋平地区への広域サービスを
行っています。利用カードの発行や本の貸出・返却などが
出来ますので、ぜひ、お越しください!!
日時 ７月19日（木） 正午～午後２時
場所 木屋平総合支所３階図書室

☆おはなし会
絵本や紙芝居など楽しいお話がいっぱい。ぜひお越しく
ださい。
７月14日・28日、８月11日
午後２時～午後２時30分

♪美馬市立図書館 夏 休 み イベント♪ は、美馬市立図書館 おはなしのハコで開催！
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私たちが便利で快適な生活をするために、エアコンなどで電力を消費

しています。このときに、地球温暖化の原因の一つである二酸化炭素

（CO2）が排出されています。 地球温暖化防止のために、年間を通して電力

を最も消費する夏季に日々の行動を見直し、エコライフにチャレンジし

てみましょう。

☆例えば・・・

対策内容家電

冷房は、必要な時だけ使用する。エ ア コ ン

人の居ない部屋など、必要のない灯りをこまめに消す。照 明

見ない時には、こまめに主電源で消す。テ レ ビ

使用しない時は、電源を切る。パ ソ コ ン

扉を開けている時間を短くする。冷 蔵 庫

まとめ炊きして、冷蔵庫や冷凍庫で保存する。炊 飯 器

汚れを拭き取ってから節約モードで洗浄し、乾燥機能の使用は控えめ
にする。

食 器 洗 浄 機

温水洗浄の設定温度を低めに設定し、使用しない時は蓋を閉める。電 気 便 座

風呂の残り湯を使用し、まとめ洗いで洗濯回数を減らす。洗 濯 機

自動保温機能の使用を控える。お 風 呂

CO2排出を抑える「夏のエコライフ」にチャレンジしよう！
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お
知
ら
せ

記
入
し
、
７
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
保
険
健
康
課
、
各
庁
舎
・
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
所
得
状
況
届
」
が
提

出
さ
れ
な
い
場
合
や
未
申
告
な

ど
で
所
得
の
審
査
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
年
金
の
支
払
い
が

一
時
停
止
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
障
害
状
態
が
引
き
続
き
障
害

等
級
に
該
当
す
る
か
確
認
を

必
要
と
す
る
方
は
、
診
断
書

の
用
紙
も
一
緒
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
医
師
の
診
断
の
上
、

診
断
書
（
障
害
の
状
態
に
よ
っ

て
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
・

心
電
図
も
必
要
）
を
所
得
状
況

届
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

Ӓ問
保
険
健
康
課
（
保
険
年
金
担
当
）

緯
５
２

－

５
６
０
１

穴
吹
川
ゴ
ミ
対
策

社
会
実
験

を
行
い
ま
す
!!

穴
吹
川
の
環
境
を
保
全
す
る

た
め
に
、
穴
吹
ふ
れ
あ
い
広
場

下
河
川
で
、
ゴ
ミ
対
策
の
社
会

実
験
を
行
い
ま
す
。

社
会
実
験
で
は
、
穴
吹
ふ
れ

あ
い
広
場
下
河
川
に
ゴ
ミ
集
積

箱
を
設
置
し
、
河
川
利
用
者
に

ゴ
ミ
回
収
用
袋
の
販
売
を
行
い
、

集
積
箱
に
持
ち
込
み
ゴ
ミ
を
捨

て
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
中

煙
各
納
付
窓
口
に
行
く
必
要
が

な
く
な
る

煙
市
外
の
方
で
も
納
付
が
し
や

す
い

▼
口
座
振
替
の
受
付
場
所

取
扱
金
融
機
関
で
受
付
を
し

て
い
ま
す
。

煙
取
扱
金
融
機
関

阿
波
銀
行
、

徳
島
銀
行
、
四
国
銀
行
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
、
美
馬
農
業
協
同

組
合

煙
口
座
振
替
の
手
続
き
に
必
要

な
も
の

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
印
、
課
税

さ
れ
て
い
る
税
目
等
が
わ
か
る

も
の

Ӓ問
税
務
課
（
徴
収
担
当
）

緯
５
２

－

５
６
０
３

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
け
て
い

る
方
は
所
得
状
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い

毎
年
７
月
は
、
20
歳
前
の
障

軸
雫

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍

害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
、
障

軸
雫

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

軸
雫

宍
宍
宍

害
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ
っ

軸
雫

宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍

宍
宍

た
障
害
基
礎
年
金
、
母
子
・
準
母

軸
雫

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
軸

雫
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍

子
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ
っ

軸
雫

宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍

宍
宍

た
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

軸
雫

宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍

る
方
の
「
所
得
状
況
届
」
の
提
出

月
で
す
。

対
象
者
に
は
７
月
初
旬
に
日

本
年
金
機
構
高
松
広
域
事
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
届
出
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
同
封
の
説
明
書
を
よ

く
お
読
み
の
う
え
必
要
事
項
を

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
・
固
定
資
産
税
第
２
期
の

納
期
限
に
つ
い
て

納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方

▼
納
期
限

７
月
31
日
（
火
）

▼
納
付
場
所

阿
波
銀
行
、
美

馬
農
業
協
同
組
合
、
徳
島
銀

行
、
四
国
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行

（
徳
島
支
店
）、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
（
四
国
内
）、
会

軸
雫

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍

計
課
、
各
庁
舎
・
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
窓
口

※
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

▼
引
き
落
と
し
日

７
月
31
日
（
火
）

※
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ӓ問
税
務
課
（
徴
収
担
当
）

緯
５
２

－

５
６
０
３

口
座
振
替
に
よ
る
市
税
の
納
付

に
つ
い
て

市
税
の
納
付
は
納
付
書
で
納

め
て
い
た
だ
く
方
法
の
他
に
口

座
振
替
に
よ
る
納
税
方
法
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

煙
自
動
的
に
振
り
替
え
る
制
度

の
た
め
、
納
め
忘
れ
が
な
い

で
、
日
別
ゴ
ミ
収
集
量
・
ゴ
ミ
別

収
集
量
・
ゴ
ミ
袋
販
売
量
等
の

デ
ー
タ
集
計
を
行
い
、
穴
吹
川

へ
の
ポ
イ
捨
て
減
少
を
目
指
し

ま
す
。
皆
さ
ま
、
清
流
穴
吹
川

の
環
境
保
全
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

８
月
10
日
～
８
月

10

20

日
ま
で
の
11
日
間

▼
場
所

ふ
れ
あ
い
広
場
下
河

川
▼
ゴ
ミ
袋
代

１
０
０
円

Ӓ問
観
光
課
緯
５
２

－

５
６
１
０

緊
急
速
報
メ
ー
ル
配
信
訓
練

吉
野
川
が
氾
濫
危
険
水
位
を

超
え
た
時
や
河
川
氾
濫
が
発
生

し
た
時
を
想
定
し
、
洪
水
情
報

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
配
信
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
以
下
の
日
時

に
所
有
し
て
い
る
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
一
斉
に

メ
ー
ル
配
信
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

８
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
頃

Ӓ問
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備

局
徳
島
河
川
国
道
事
務
所

河
川
調
査
課

緯
０
８
８

－

６
５
４

－

９
６

１
１

危
機
管
理
室

緯
５
２

－

１
６
７
７
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ル
セ
ン
タ
ー
Ⓡ
美
馬
」
が
、
こ
の

た
び
の
移
転
と
と
も
に
「
ふ
る
さ

と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
Ⓡ
美
馬
・
う

だ
つ
」
と
名
称
変
更
を
行
い
ま
し

た
。

茨
城
県
立
大
洗
高
等
学
校
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
「
B
L
U
E

－

H
A
W
K
S
」
演
奏
会

▼
日
時

７
月
27
日
（
金
）

開
場

午
後
２
時
30
分

開
演

午
後
３
時

し
、
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

美
馬
市
が
誇
る
清
流
穴
吹
川

を
、
み
な
さ
ん
で
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
８
月

初
旬
に
郵
送
し
ま
す

平
成
30
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し

引
か
れ
て
い
る
方
は
、
４
月
分

か
ら
８
月
分
ま
で
は
、
仮
徴
収

と
し
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
る

前
年
の
所
得
が
確
定
後
、
年
額

保
険
料
と
お
支
払
方
法
の
お
知

ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、

年
金
か
ら
の
差
引
き
で
は
な
く
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

方
に
つ
い
て
も
、
保
険
健
康
課

か
ら
年
額
保
険
料
の
お
知
ら
せ

と
納
付
書
を
郵
送
し
ま
す
。

Ӓ問
保
険
健
康
課
（
保
険
年
金
担
当
）

緯
５
２

－

５
６
０
１

「
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
Ⓡ

美
馬
・
う
だ
つ
」
に
名
称
変
更

企
業
立
地
の
覚
書
に
基
づ
き
、

５
月
23
日
に
美
馬
市
情
報
通
信

関
連
産
業
誘
致
セ
ン
タ
ー
に
新

し
く
開
所
し
た
「
ふ
る
さ
と
コ
ー

午
後
２
時
～

う
だ
つ
の
町

並
み
に
て
パ
レ
ー
ド

▼
場
所

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ミ
ラ
イ
ズ

市
民
ホ
ー
ル

▼
料
金

全
席
自
由

一
般
席

１
，
８
０
０
円

学
生
席

８
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト

５
月
26
日
（
土
）

か
ら
発
売
開
始

煙
販
売
場
所

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ミ
ラ
イ
ズ

総
合
事
務

室
Ӓ問
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ミ
ラ
イ

ズ
総
合
事
務
室

緯
５
３

－

１
１
０
２

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
美

馬
地
区
決
起
大
会
の
開
催
に
つ

い
て以

下
の
日
程
で
、
決
起
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
大
会
で
は
、

釈
子
道
子
講
師
の
公
演
や
、
美

馬
警
察
署
に
よ
る
特
殊
詐
欺
阻

止
寸
劇
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
が
あ

り
ま
す
。

▼
日
時

７
月
27
日
（
金
）

午
後
１
時

▼
場
所

美
馬
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料

無
料

Ӓ問
美
馬
地
区
更
正
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
担
当
者

緯
０
８
０

－

２
９
７
４

－

６

０
２
３

開
催

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う
！

熱
中
症
は
最
悪
の
場
合
、
死

亡
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。
正
し
い
予

防
方
法
を
知
り
、
普
段
か
ら
気

を
つ
け
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
部
屋
の
温
度
は
こ
ま
め
に

チ
ェ
ッ
ク
！

②
室
温
28

℃

を
超
え
な
い
よ
う

に
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を

上
手
に
使
お
う
！

③
こ
ま
め
に
水
分
補
給
！

④
涼
し
い
服
装
で
、
日
よ
け
対

策
も
！

⑤
無
理
を
せ
ず
に
適
度
に
休
憩

を
！

⑥
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

と
体
力
づ
く
り
を
！

『
意
識
が
お
か
し
い
』『
水
分
が

取
れ
な
い
』
と
き
は
た
め
ら
わ
ず

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

清
流
穴
吹
川
の
環
境
を
守
ろ

う
！７

月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す
。

夏
に
な
り
、
家
族
や
友
人
と
穴

吹
川
に
出
か
け
て
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
こ
と
が
増

え
ま
す
。
清
流
穴
吹
川
を
み
な

さ
ん
が
正
し
く
楽
し
む
に
は
、

河
川
環
境
の
保
全
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
穴
吹
川
の
環
境
を
守

る
た
め
、
ご
み
を
適
切
に
処
理
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座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

８
月
19
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30

30
分

▼
場
所

吉
野
川
中
流
（「
四
国

三
郎
の
郷
」
付
近
の
河
川
敷
）

▼
申
込
期
限

８
月
３
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

電
話
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

▼
対
象
者

小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
２
名
１
組
で
参
加
で

き
る
方

Ӓ問
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局

地
域
創
生
部

緯
０
８
８
３

－

５
３

－

２
０

１
０

郡
里
プ
チ
マ
ル
シ
ェ
開
催

郡
里
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
（
旧

郡
里
小
学
校
）
で
「
郡
里
プ
チ
マ

ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。
北
島

町
の
「
マ
カ
プ
ー
カ
フ
ェ
」
に
出

店
い
た
だ
き
、
各
種
ス
イ
ー
ツ

や
リ
ネ
ン
素
材
の
衣
類
等
の
展

示
販
売
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、

ビ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
ラ
イ
ブ
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
緩
や
か

な
一
時
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

７
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
～

Ӓ問
ふ
る
さ
と
振
興
課

緯
５
２

－

８
０
０
９

思
５
３

－

２
０
８
２

死s
e
i
b
u
_
h
f
k
_
m
m
＠
p
r
e
f
.
t
o
k
u

shima.jp

Ӓ問
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局

保
健
福
祉
環
境
部
環
境
担
当

緯
５
３

－

２
０
６
０

普
通
救
命
講
習

開
催

普
通
救
命
講
習
と
は
、
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
心
肺

蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
取
扱
い
、
大
出
血
時

の
止
血
法
な
ど
の
応
急
手
当
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

８
月
18
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所

美
馬
市
消
防
署

２
Ｆ
大
会
議
室

▼
申
込
期
限

8
月
13
日
（
月
）

▼
講
習
料

無
料

▼
定
員

30
名

Ӓ問
救
急
救
助
課

緯
５
２

－

３
０
６
１

地
域
づ
く
り
実
践
講
座
「
親
子
で

わ
ん
ぱ
く
！
吉
野
川
を
遊
ぶ
！
」

募
集徳

島
県
立
総
合
大
学
校
「
ま
な

び
ー
あ
徳
島
」
西
部
校
で
は
、
吉

野
川
中
流
で
カ
ヤ
ッ
ク
の
川
遊

び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の

宝
物
「
吉
野
川
」
と
ふ
れ
あ
う
講

学
ぶ
「
は
じ
め
て
の
山
登
り
」
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

▼
開
催
日

８
月
11
日
（
土
）

▼
集
合
時
間
等

午
前
７
時
10
分

徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美

馬
庁
舎

見
ノ
越
ま
で
貸
し
切
り
バ
ス

で
送
迎
し
ま
す
。（
午
後
５
時
頃

帰
着
予
定
）

▼
対
象

小
学
生
と
そ
の
保
護

者

定
員
20
名
（
定
員
超
過
の

場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
料

無
料
（
リ
フ
ト
往

復
・
保
険
料
は
主
催
者
負
担
）

▼
注
意
事
項

必
ず
登
山
に
適

し
た
服
装
、
靴
で
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

お
弁
当
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
雨
具
な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
参
加
申
込
方
法
】

○
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
７
月
23
日
（
月
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
事
項

参
加
者
氏
名
（
生

年
月
日
、
学
校
名
、
学
年
）、

保
護
者
氏
名
（
生
年
月
日
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
携
帯
番
号

（
必
ず
連
絡
が
つ
く
も
の
）

○
申
込
先

徳
島
県
西
部
総
合

県
民
局

保
健
福
祉
環
境
部

（
美
馬
）
環
境
担
当

健
康
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

講
師
先
生
に
、
美
馬
市
脇
町

出
身
の
竹
田
美
文
先
生
を
お
招

き
し
、
身
近
な
感
染
症
で
あ
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
麻
し
ん
等
に

つ
い
て
、
健
康
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

８
月
６
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
場
所

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ミ
ラ
イ
ズ

市
民
ホ
ー
ル

▼
内
容

演
題
「
身
近
な
感
染
症
に
つ
い

て
（
仮
題
）」

講
師

元
国
立
感
染
症
研
究
所

所
長

竹
田

美
文

先
生

▼
そ
の
他

駐
車
場
が
少
な
い

た
め
、
な
る
べ
く
乗
り
あ
わ

せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ӓ問
美
馬
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

緯
５
２

－

８
０
１
０

「
山
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

「
は
じ
め
て
の
山
登
り
」
講
座

参
加
者
募
集
中
!!

徳
島
県
で
は
、
次
代
を
担
う

こ
ど
も
た
ち
に
山
の
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
、
大
切
さ
、
登
山
の
た

め
の
知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
を
学

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
親
子
で
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～
徳
島
県
民
デ
ー
～

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

対

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦

当
日
は
、
美
馬
市
を
含
む
徳

島
県
内
各
市
町
村
に
よ
る
、
自

慢
の
グ
ル
メ
＆
物
産
ブ
ー
ス
の

出
展
等
も
行
い
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
す
。
み
ん
な
で
応
援
に

行
き
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時

７
月
21
日
（
土
）

午
後
４
時
～
（
場
外
イ
ベ
ン
ト
）

午
後
７
時
～
（
キ
ッ
ク
オ
フ
）

▼
場
所

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト

ス
タ
ジ
ア
ム

○
無
料
招
待

煙
対
象
者

徳
島
県
内
在
住
（
在

学
）
の
小
中
高
生

煙
対
象
席
種

Ａ
自
由
席

Ӓ問
ふ
る
さ
と
振
興
課

緯
５
２

－

８
０
０
９

今
回
は
、
に
し
阿
波
の
急
傾

斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
が
『
世
界
農

業
遺
産
』
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
「
食
」
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
多
く
募
集
し
ま
す
。

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
募
集
期
間

７
月
31
日
（
火
）
ま
で

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
期
間

11
月
11

23
日
（
金
）
～
平
成

11

23

31
年

２
月
14
日
（
木
）

Ӓ問
観
光
課
緯
５
２

－

５
６
１
０

あ
わ
こ
い
事
務
局
（
そ
ら
の
郷
内
）

緯
０
８
８
３

－

７
６

－

０
７

１
３

緊
急
離
職
者
職
業
訓
練
対
策
事

業

訓
練
生
募
集

離
転
職
を
さ
れ
た
方
が
再
転

職
を
す
る
た
め
の
必
要
な
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
る
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

①
事
務
科

▼
日
時

８
月
22
日
（
水
）
～

11
月
11

21
日
（
水
）

▼
場
所

四
国
進
学
会

鴨
島
校

▼
募
集
期
間

７
月
５
日（
木
）～
８
月
２
日（
木
）

▼
定
員

15
名

▼
訓
練
実
施

有
限
会
社

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

▼
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

１
０
，
６
９
２
円
は
自
己
負
担
）

あ
わ
こ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
者

募
集『

あ
わ
こ
い
』
と
は
、
に
し
阿

波
地
域
で
開
催
し
て
い
る
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
以
下

の
期
間
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
た
め
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
募
集
し
ま
す
。

②
医
療
事
務
科

▼
日
時

９
月
６
日
（
木
）
～

12
月
５
日
（
水
）

▼
場
所

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館

徳
島
支
店

鴨
島
教
室

▼
募
集
期
間

７
月
12
日（
木
）～
８
月
９
日（
木
）

▼
定
員

15
名
（
う
ち
１
名
は
母

子
家
庭
の
母
等
）

▼
訓
練
実
施

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館

徳

島
支
店

▼
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

１
９
，
６
３
７
円
は
自
己
負
担
）

Ӓ問
徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル

緯
６
２

－

３
０
９
７

今年度発行した広報みまにおいて、以下の記事について誤りがありましたので、訂正させていただき

ます。申し訳ございませんでした。

●広報みま４月号の「平成30年度美馬市当初予算の概要」の記事（P16内）

誤：「儲かる」観光地づくり事業 30,000万円

正：「儲かる」観光地づくり事業 3,000万円

●お詫びと訂正

募
集

次
の
人
・
団
体
か
ら
美
馬
市
社

協
善
意
銀
行
に
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

香
典
返
し
寄
附

井
川

信
也
様
（
井
川
）

長
浦
テ
ツ
子
様
（
藤
宇
）

一
般
寄
附

脇
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
長

小
笠

政
義
様

い
た
だ
い
た
寄
附
は
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
附
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相談

日 時場 所内 容

毎週月曜日
午後２時～午後４時

三 島 会 館

総 合 案 内

毎週火曜日
午前９時30分～午前11時30分

美馬文化会館

毎週水曜日 午前10時～正午木屋平総合支所

※奇数月第２水曜日は、つるぎの里

毎週木曜日
午前９時30分～午前11時30分

社会福祉協議会

毎週木曜日
午後２時～午後４時

宮内交流の里

毎月第３水曜日
午後１時～午後４時

社会福祉協議会弁 護 士 相 談

毎月第１・４水曜日
午後１時～午後４時

社会福祉協議会
司 法 書 士 相 談

（要予約）

毎月第２水曜日
午後１時～午後４時

社会福祉協議会
土地家屋調査士相談

（要予約）

毎月第３木曜日
午前９時30分～午前11時30分

社会福祉協議会
結 婚 相 談

（要予約）

●暮らしサポートみま Ӓ問社会福祉協議会緯５３－７８３０ ●休日税務相談
Ӓ問税務課（課税担当）
緯５２－５６０２
（徴収担当）
緯５２－５６０３

内容 市税についての相談
場所 税務課
日時 ７月29日（日）

午前９時～午後４時
○必要なもの（代理人の場合は委任
状が必要）

▼納税について
煙収入が確認できる書類（給与明
細書 等）

煙支出を証明できる書類（各種
ローン明細 等）

煙預貯金通帳 煙生命保険証書等
煙印鑑

▼課税について
煙納税通知書または課税明細書
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●弁護士相談 Ӓ問美馬文化会館緯６３－４６４６

日 時場 所内 容

８月１日（水）
午前10時30分
～正午

美馬文化会館
離婚・相続・借金
などの生活相談

※予約制、３人まで。相談は無料。

日 時場 所内 容

８月８日（水）
午前９時～正午

地域交流センター
「 ミ ラ イ ズ 」

人権に関する
相 談

美馬文化会館

三 島 会 館

木屋平総合支所

●特設人権相談 Ӓ問市民・人権課緯５２－８００１

●行政相談 Ӓ問ふるさと振興課緯５２－８００９

日 時場 所内 容

第１金曜日
午前９時30分～正午

美馬町サービスセンター
102会議室

困ったこと、苦情や意見・要望
など

第２水曜日
午前９時～正午

つるぎの里（奇数月）

木屋平複合施設（偶数月）

第３火曜日
午前９時～正午

穴吹農村環境改善センター
会議室３

※脇町は相談員が随時
受けつけ

●徳島県よろず支援拠点in美馬市 経営相談会

Ӓ問・Ӓ申徳島県よろず支援拠点緯０８８－６５４－０１０３ 思０８８－６５３－７９１０
死yorozu＠our-think.or.jp

企業応援課 緯５２－１２６３ 思５２－１２００
死kigyououen＠mima.i-tokushima.jp

日 時場 所内 容

７月25日（水）
午後２時～午後７時

穴吹農村環境改善センター
１階 多目的ホール

煙経営相談
煙経営課題解決へのサポート

中小企業・小規模事業所の起業から商品開発、販路拡大、ＩＴのビジネス活用、事業継承などの経営

相談を無料で行う。※同会場にて、事業承継セミナーも実施。

※開催日当日の正午までに、電
話、ファクシミリまたは電子
メールにて予約申し込みを
行ってください。（予約優先）

●「あわ地域若者サポートステーション」相談ブース

Ӓ問あわ地域若者サポートステーション緯０８８－６３７－７５５３

「働くこと」を希望している15歳～39歳までの若者を対象に、これからのことを一緒に考えます。子

どもの自立に悩むご家族の相談も実施しています。

日 時場 所内 容

７月30日（月）
午後１時～午後４時30分

ハローワーク美馬
「働くこと」を希望している若者
との相談

※事前予約制。
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と
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時
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、
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、
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末
年
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を
除
く
）

Ӓ問
美
馬
地
区
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
５
３

－

１
５
４
１

小さな子どもが磁石を誤飲する事故について
愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空

偶
偶

マグネットボールの一例

(写真提供：独立行政法人

国民生活センター)

お く や み

山西 亀雄（90）

新居 一男（84）

大下 正美（67）

谷脇 政子（91）

尾形 薫（82）

井川美左子（93）

眞鍋 好晴（61）

松浦美代子（78）

森脇 武雄（85）

逢坂トミヱ（96）

猿坂

仕出原

北庄団地

浮島

木ノ内

井川

北

下曽江南

平馬

中山路西

お誕生

八幡Ӓ美
智
景子R富永 真衣

ま い

中曽江
義侑
悠希Q金平 篤樹

あ つ き

野村東
優弥
美咲Q髙橋 浬都

り つ

共進
貴之
美穂Q冨士川蒼唯

あ お い

東荒川
昌則
桂子R宮本 奈緖

な お

馬木
和己
由佳R橋本みなみ

落合
友
舞子Q篠原 悠李

ゆ う り

島口西
翔太
千恵美R三好 陽葵

ひ な た

宮内西
寛和
愛里香R緖方 和心

わ こ

拝中北
智明
美咲Q宮本 航也

こ う や

上棚田
寛樹
真理子Q平井 綺一

き い ち

駅東
尚樹
萌子R南 美織

み お り

Q男の子
R女の子

古川喜代子（93）

梶崎 藤子（91）

井奥 定（93）

三宅 照一（98）

住友トミヱ（86）

吉本 廣志（82）

三笠 幸一（81）

黒岩カサネ（93）

冨永 重光（97）

齋藤 竹子（87）

岩倉

加重

大北西

広棚

ひかり荘

中山路中

古屋敷

滝の宮

土ヶ久保

渕名2

伊勢 勝彦（89）

眞鍋 三郎（91）

三宅 保（89）

北岡 宮惠（96）

花岡喜久藏（93）

佐藤 房子（88）

髙田 福夫（93）

新町

落合中央

大原

駅東

妙見

大北原

天神

平成30年5月1日～平成30年5月31日受付分（敬称略）

美馬市人口統計 平成30年6月1日現在 （ ）内は前月比

人口（日本人）

人口（外国人）

29,299人（-77）

348人（-00）

日本人Ӓ౳

外国人Ӓ౳

14,004人（-46）

114人（-02）

世帯数 12,790（-28）日本人Ӓ੫

外国人Ӓ੫

15,295人（-31）

234人（-02）
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14137/12重度心身障がい者医療助成受給者証等更新申請受付（P6）
木屋平：7月17日 美 馬：7月23日・24日
脇 町：7月18日～20日 穴 吹：7月26日

暮らしサポートみま 総合案内（P21）

おはなし会（P15）１歳６か月児健診

林 眼 科
緯（貞）６２-５０５５

永 尾 病 院
緯（貞）６２-２０１２

田 村 医 院
緯（貞）６２-５１６６

21201918171615
バルーンアートで
遊んじゃおう！（P15）
図書館ガチャ本開
始（P15）
～徳島県民デー～
徳島ヴォルティス
（P20）

市営住宅入居者申
込受付締切（P7）
広報みま８月号
我が家のアイドル
申込締切（P13）

出張図書館（広域
サービス）（P15）
暮らしサポートみま
結婚相談（P21）

股関節脱臼検診行政相談（穴吹）
（P22）
乳児健診（4か月）

木下内科循環器科
緯（美）６３-２２４５

佐 々 木 医 院
緯（美）６３-２００１

木下（雅）医院
緯（美）６３-３１７１

武原外科整形外科医院
緯（半）６４-２１１１

大 久 保 医 院
緯（半）６４-２０８８

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

28272625242322
おはなし会（P15）
夏休み美馬市立図
書館くるくる探検
隊（P15）

「BLUE-HAWKS」演奏
会（P18）
「社会を明るくす
る運動」美馬地区
決起大会（P18）

暮らしサポートみま
司法書士相談（P21）
徳島県よろず支援
拠点in美馬市経営
相談会（P22）
キッズルーム

乳児健診（10か月）青とともに図書館
へ♪（P15）
「はじめての山登り」
講座参加申込締切
（P19）

藍染缶バッチ＆し
おり作り（P15）
郡里プチマルシェ
開催（P19）

佐 藤 内 科
緯（脇）５２-１０４５

酒巻耳鼻咽喉科医院
緯（脇）５３-２５２５

西条産婦人科
緯（脇）５２-０９８８

岡 内 科 病 院
緯（脇）５２-０９８８

美馬リハビリテーション病院
緯（美）６３-２０２６

折 野 病 院
緯（美）６３-２５６９

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

４３２8/1313029
職員採用試験申込
受付締切（P5）
「親子でわんぱく！
吉野川を遊ぶ！」
参加申込締切（P19）
行政相談（美馬）
（P22）
３歳児健診

緊急離職者職業訓
練対策事業訓練生
募集申込締切（事
務科）（P20）

子育て相談室（P8）
成人式企画運営委
員募集申込締切
（P9）
暮らしサポートみま
司法書士相談（P21）
弁護士相談（P22）
２歳児歯科健診

国保税第1期・固定
資産税第2期の引
き落とし・納付期
限（P17）
障害基礎年金等の
所得状況届提出期
限（P17）
あわこいプログラム
実践者募集申込締切
（P20）

あわ地域若者サ
ポートステーショ
ン相談ブース（P22）

市民ギャラリー展
「Bricolage（ブリコ
ラージュ）」（P15）
休日税務相談（P21）

成 田 病 院
緯（脇）５２-１２５８

脇町中央医院
緯（脇）５２-１５２９

成田クリニック
緯（脇）５５-０３２１

としま小児科
緯（脇）５３-６０１１

市橋内科医院
緯（脇）５３-８１０５

秦 眼 科
緯（脇）５２-３０１１

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

1110９８７６５
うだつのまちの阿波
おどり・花火大会（P9）
「はじめての山登り」
講座（P19）

穴吹川ゴミ対策社
会実験開始（P17）

緊急離職者職業訓
練対策事業訓練生
募集申込締切（医
療事務科）（P20）
広報みま８月号発行

暮らしサポートみま
土地家屋調査士相談
（P21）
特設人権相談（P22）
行政相談（木屋平）
（P22）

健康講演会（P19）緊急速報メール配
信訓練（P17）

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

平野整形外科
緯（穴）５３-８５３０

多田クリニック
緯（脇）５３-１７１７

おおた整形外科クリニック
緯（脇）５３-２５７６

桜 木 病 院
緯（脇）５２-２５８３

林クリニック
緯（脇）５２-１００１

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

●お知らせ
●開催行事
●相談
●図書館イベント
●健（検）診

1615141312
暮らしサポートみま
弁護士相談（P21）

普通救命講座参加
申込締切（P19）

国 見 医 院
緯（穴）５２-１２４３

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

$ 市民カレンダーM

小 児 救 急 医 療 当 番 医 一 覧
曜日電話番号病 院 名

金 ・ 土 ・ 日 ・ 月（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

火・水・木（ただし時間帯により当直医が対応）0883-７２-１１３１徳 島 県 立 三 好 病 院

○時間 日曜日は午前９時から翌日午前９時まで。

それ以外は午後６時から翌日午前９時まで。

※つるぎ町立半田病院の時間外選定療養費について

は、事前に電話でお問い合わせください。

※当番医は都合により変更される場合があります。

ご了承ください。

救急医療当番医

▲


